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臨　

時　

会

概　
　
　

要

４
月
と
５
月
に
行
わ
れ
た
臨
時
会
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
︒

臨
時
会
は
、
地
方
議
会
の
会
議
の
う
ち
、
定
例
会
の
他
に
、
臨
時
の
必
要
が
あ
る
場
合
、
特
定
の
事
件
に
限
っ
て
、

臨
時
で
こ
れ
を
審
議
す
る
た
め
に
招
集
さ
れ
ま
す
。

４
月
臨
時
会

　
令
和
２
年
４
月
臨
時
会
は
、
４
月

15
日
に
行
わ
れ
、「
訴
え
の
提
起
に

つ
い
て
」
な
ど
の
市
長
提
出
議
案
５

件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

◇
専
決
事
項
の
専
決
に
つ
い
て

︵
令
和
元
年
度
吉
川
市
一
般
会
計

補
正
予
算
︵
第
６
号
︶︶

　
国
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
す
る
緊
急
対
応
策
」
を
受

け
、
児
童
福
祉
施
設
等
の
感
染
症
拡

大
防
止
を
図
る
経
費
に
つ
い
て
緊
急

に
予
算
措
置
す
る
必
要
が
生
じ
た
た

め
、
補
正
予
算
と
し
て
専
決
処
分
し

た
も
の
で
す
。

　
既
定
の
歳
入
歳
出
に
１
８
６
０
万

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
は
２
５
３
億
７
２
７
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
な
お
、
他
２
件
の
専
決
処

分
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
公
布
に
伴
う

も
の
で
す
。

◆
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

　
土
地
区
画
整
理
事
業
を
推
進
し
て

い
る
吉
川
美
南
駅
東
口
周
辺
地
区
に

お
い
て
、
土
地
区
画
法
第
１
０
０
条

の
２
の
規
定
に
よ
り
市
が
管
理
す
る

こ
と
と
な
っ
た
土
地
で
あ
る
吉
川
市
大

字
高
久
字
小
帳
１
０
０
４
番
３
ほ
か

１
筆
を
相
手
方
が
砕
石
を
残
置
し
不

法
に
占
有
し
て
い
る
た
め
、
相
手
方

に
対
し
土
地
の
明
け
渡
し
請
求
事
件

に
関
す
る
訴
え
の
提
起
を
す
る
も
の

で
す
。

◆
令
和
２
年
度
吉
川
市
吉
川
美
南
駅

東
口
周
辺
地
区
土
地
画
整
理
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
２
号
︶

　
既
定
の
歳
入
歳
出
に
５
５
０
万
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
37
億
87
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

内
容
は
、
前
述
の
訴
訟
に
係
る
費
用

を
追
加
し
た
も
の
で
す
。

︱　
討　
論　
︱

　
「
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
」
に
対
し
、

３
名
の
議
員
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

賛
成

林　
美
希　
議
員

　

区
画
整
理
に
同
意
さ
れ
て
い
る

95
％
の
地
権
者
の
皆
様
、
区
画
整
理

事
業
の
費
用
を
納
税
と
い
う
形
で
負

担
さ
れ
て
い
る
市
民
の
皆
様
、
ま
ち

づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
に
賛
同
さ
れ
企
業

進
出
を
考
え
ら
れ
て
い
る
事
業
者
、

す
べ
て
の
方
の
為
に
新
た
な
費
用
負

担
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
予
定
期
間

大
幅
に
過
ぎ
る
こ
と
な
く
ス
ム
ー
ズ

に
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
を

心
か
ら
望
ん
で
い
る
。
提
訴
相
手
方

が
何
ら
か
の
不
服
を
覚
え
ら
れ
、
残

置
物
を
置
き
、
そ
れ
が
違
法
行
為
で

あ
る
と
警
察
か
ら
強
い
警
告
が
出
さ

れ
、
そ
し
て
起
訴
命
令
の
申
立
を
行

わ
れ
た
以
上
、
司
法
と
い
う
公
の
場

で
、
和
解
を
含
め
た
実
効
性
あ
る
結

論
に
至
る
こ
と
を
望
ま
な
い
理
由
は

な
い
。
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
た
３

月
定
例
会
同
様
、
引
き
続
き
賛
成
の

立
場
を
取
る
。

賛
成

五
十
嵐　
惠
千
子　
議
員

　
３
月
議
会
に
上
程
さ
れ
た
当
議
案

に
関
す
る
質
疑
応
答
で
は
不
可
解
な

点
が
多
く
、
開
発
に
賛
同
さ
れ
る

95
％
の
地
権
者
の
思
い
を
鑑
み
、
速

や
か
に
事
業
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、

公
明
党
は
「
訴
え
の
提
起
」
に
賛
成

し
た
。
さ
ら
に
、
今
回
の
議
案
質
疑

を
踏
ま
え
た
上
で
、①
相
手
方
が「
交

渉
に
応
じ
な
い
」
状
況
か
ら
、
今
後
、

事
業
の
遅
延
が
予
想
さ
れ
る
。
多
く

の
地
権
者
・
市
民
に
不
利
益
が
生
じ

な
い
よ
う
、
法
に
基
づ
き
判
断
す
べ

き
。
②
違
法
行
為
が
あ
っ
た
・
こ
の

議
案
を
審
議
す
る
側
で
あ
る
市
議
会

議
員
２
名
が
こ
の
件
に
関
わ
っ
て
い

る
・
相
手
方
か
ら
起
訴
命
令
が
出
て

い
る
等
の
答
弁
か
ら
、
あ
く
ま
で
も

客
観
的
に
裁
判
に
お
い
て
法
に
基
づ

き
明
ら
か
に
す
べ
き
。
以
上
２
点
を

主
な
理
由
に
挙
げ
賛
成
討
論
と
す
る
。

賛
成

伊
藤　
正
勝　
議
員

　
公
権
力
の
行
使
。
住
民
を
相
手
に

公
金
を
使
っ
て
裁
判
を
提
起
す
る
。

こ
れ
は
重
い
判
断
で
あ
り
慎
重
な
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。
土
地
明
け

渡
し
を
求
め
て
二
本
の
「
訴
え
の
提

起
」
が
準
備
さ
れ
て
い
た
が
、
事
態

の
変
化
に
伴
い
直
前
に
一
本
は
取
り
下

げ
、一
本
は
内
容
を
変
更
し
て
の
提
起

と
な
っ
た
。
占
拠
、
占
有
の
実
態
が

こ
の
間
大
き
く
動
い
て
い
る
。
現
場
を

昨
日
見
て
き
た
が
砕
石
が
散
見
さ
れ

た
だ
け
。
重
機
や
鉄
板
等
は
撤
去
さ

れ
て
い
た
。
こ
れ
が
違
法
な
占
有
物

な
の
か
。
裁
判
を
提
起
す
る
こ
と
の

是
非
。
も
う
一
歩
の
努
力
で
裁
判
を
し

な
く
て
も
済
む
の
で
は
。
砕
石
の
処

理
に
つ
い
て
さ
ら
に
話
し
合
い
の
努

力
を
重
ね
、
途
中
で
も
合
意
が
で
き

れ
ば
和
解
の
努
力
を
進
め
て
ほ
し
い
。
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